
■�

「
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」以
来

87
年
ぶ
り
の
国
文
化
財
が
誕
生

　
６
月
18
日
（
金
）
、
国
の
文
化
審
議

会
は
、
本
町
豊
内
の
台
地
の
上
に
位
置

す
る
「
陣
ノ
内
城
跡
」
を
国
指
定
文
化

財
「
史
跡
」
に
指
定
す
る
よ
う
に
文
部

科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
今
後
、

官
報
で
の
告
示
を
経
て
、
正
式
に
本
町

で
初
め
て
の
国
史
跡
が
誕
生
す
る
予
定

で
す
。

　
国
指
定
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

れ
ば
、
天
然
記
念
物
「
麻
生
原
の
キ
ン

モ
ク
セ
イ
」（
昭
和
９
年
指
定
）
以
来

87
年
ぶ
り
２
件
目
と
な
る
「
陣
ノ
内
城

跡
」。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
や
関
連

史
料
調
査
を
経
て
、
報
告
書
を
ま
と
め

た
町
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
を
追
い

ま
し
た
。

■�

肥
後
国
内
の
中
世
城
館
で
突
出
し
た

規
模
と
良
好
な
保
存
状
態

　「
陣
ノ
内
城
跡
」
は
、
緑
川
と
流
域

の
平
野
を
見
下
ろ
す
標
高
約
１
０
０
㍍

の
高
台
の
上
に
あ
り
ま
す
。
堀
と
そ
の

内
側
に
沿
っ
た
土
塁
が
明
瞭
に
残
り
、

そ
の
中
心
部
の
規
模
は
発
掘
調
査
で
確

認
さ
れ
た
も
の
を
含
め
る
と
、
東
西

２
１
０
㍍
以
上
、
南
北
１
９
０
㍍
以
上

に
な
り
ま
す
。
北
西
と
南
東
の
２
カ
所

に
城
内
へ
の
入
口
（
虎
口
）
を
も
つ
方

形
の
城
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
城
は
、
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
、

阿
蘇
神
社
（
阿
蘇
市
）
の
神
主
で
阿
蘇

「
陣
ノ
内
城
跡
」
が

　
　
　
　
　

本
町
初
の
国
史
跡
へ
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地
域
や
上
・
下
益
城
地
域
を
支
配
し
た

豪
族
で
も
あ
る
阿
蘇
大
宮
司
の
館
跡
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

①
肥
後
国
内
で
突
出
し
た
規
模
を
持
つ

こ
と
、
②
大
規
模
な
堀
と
土
塁
で
構
成

さ
れ
る
城
の
構
造
は
豊
臣
系
大
名
の
城

に
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
天
正
16
年

（
１
５
８
８
年
）
に
入
国
し
た
小
西
行

長
が
、
阿
蘇
氏
の
拠
点
が
置
か
れ
た
場

所
に
築
城
し
た
と
す
る
見
方
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
肥
後
国
に
お
け
る
城
館
の
中
で
も
突

出
し
た
規
模
を
持
つ
保
存
状
態
が
良
好

な
城
跡
で
す
。
城
跡
の
あ
る
場
所
は
山

間
部
か
ら
平
野
部
へ
と
続
く
水
陸
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
文
献
史
料
と
出
土
遺

物
な
ど
か
ら
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続

的
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

阿
蘇
氏
か
ら
豊
臣
系
大
名
に
よ
る
肥
後

国
支
配
へ
と
転
換
す
る
時
期
の
政
治
的
、

社
会
的
状
況
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で

あ
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の

答
申
と
な
り
ま
し
た
。

■�

国
指
定
文
化
財
と
は

　
国
指
定
文
化
財
に
は
、
建
築
物
や
美

術
工
芸
品
を
対
象
と
し
た
「
有
形
文
化

財
」（
特
に
重
要
な
も
の
は
「
重
要
文

化
財
」
や
「
国
宝
」
に
指
定
）
や
名
勝

地
（
庭
園
や
渓
谷
な
ど
）
を
対
象
と
し

た
「
名
勝
」、
動
植
物
を
対
象
と
し
た

「
天
然
記
念
物
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　「
陣
ノ
内
城
跡
」
は
古
墳
や
城
跡
な

ど
を
対
象
と
し
た
「
史
跡
」
と
し
て
国

文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
見
込
み
で
す
。

１

２

３

４１_ 北東側からみた陣ノ内城跡の

全景　２_ 城跡の北と東を囲む幅

16～20㍍、深さ約５㍍の空堀　

３_ 中心部には東西145㍍、南北

132㍍の平坦部とそれを囲む土塁が

現存　４_ 周囲を囲む堀や土塁を

含めると中心部の規模は南北190㍍

以上、東西210㍍以上におよぶ

答申内容は町公式
ウェブサイトでも
ご覧いただけます 

▼

❖特集　陣ノ内城跡

緑
川
が
育
ん
だ
甲
佐
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
時
代
の
変
化
の
記
録
は
、

今
へ
と
続
く
私
た
ち
の
ま
ち
の
物
語
で
す
。
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■�

陣
ノ
内
城
跡
の
謎
に
迫
る

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
甲
佐
町

文
化
財
保
護
委
員
と
協
力
し
な
が

ら
文
化
財
の
保
護
や
調
査
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
国
史
跡
と
な
る

「
陣
ノ
内
城
跡
」
の
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
陣
ノ
内
城
跡
は
、
江
戸
時
代
に

書
か
れ
た
『
肥
後
国
誌
』
や
「
古

城
考
」
な
ど
の
文
献
資
料
に
お
い

て
中
世
期
の
阿
蘇
大
宮
司
の
館
跡

と
さ
れ
た
史
跡
で
す
。
昭
和
55
年

に
町
文
化
財
「
陣
ノ
内
館
跡
」
と

し
て
町
が
指
定
し
、
そ
の
保
護
や

活
用
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
築
造
時
期
な
ど
の
謎

も
多
い
こ
と
か
ら
、
町
が
平
成
14

年
度
か
ら
平
成
16
年
度
に
か
け
て
、

遺
跡
の
良
好
な
保
存
と
活
用
を
目

的
と
し
た
調
査
を
実
施
。

①
周
囲
を
覆
っ
て
い
た
低
木
な
ど

　
の
伐
採
（
写
真
２
）

②
空
堀
と
土
塁
、
平
坦
部
を
中
心

　
と
し
た
詳
細
な
地
形
測
量

③
平
坦
部
中
心
部
の
試
掘
（
写
真
３
）

に
つ
い
て
地
権
者
の
同
意
を
得
な

が
ら
段
階
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■�

大
規
模
造
成
の
痕
跡
が
出
土

　
現
地
に
残
る
堀
や
土
塁
、
平
坦

部
の
詳
細
な
測
量
調
査
に
よ
り
、

城
跡
の
謎
を
明
ら
か
に
す
る
準
備

が
整
い
ま
し
た
。
「
畑
か
ら
石
が

出
た
」
と
い
う
地
権
者
の
声
を
頼

り
に
行
っ
た
発
掘
調
査
で
は
、
直

角
に
配
置
さ
れ
た
幅
約
１
㍍
、
長

さ
約
57
㍍
に
お
よ
ぶ
石
列
が
出
土
。

（
写
真
４
）
な
ん
ら
か
の
大
規
模

造
成
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
県
内
の
城
跡
の
調

査
・
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
現
地

に
残
さ
れ
た
大
規
模
な
土
塁
や
堀

の
構
造
か
ら
、
現
存
す
る
遺
構
を

中
世
に
こ
の
地
を
治
め
た
豪
族

（
阿
蘇
大
宮
司
）
の
館
跡
と
す
る

定
説
が
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
遺
跡
の
範
囲
や
築
造
時
期
な

ど
の
解
明
が
待
た
れ
ま
し
た
。

陣
ノ
内
城
跡
の
こ
れ
ま
で

乙女小校長を平成９年に定年

退職後、町文化財保護委員な

どを歴任。調査への参加だけ

でなく、下豊内区長として住

民理解を得るために奔走する

など国史跡指定への礎を築く。

平成21年甲佐町功労者表彰。

地域に眠る宝の調査に尽力

元町文化財保護委員

清村一男 さん（下豊内区）

空堀や土塁が耕作地として広く活用されていた調査前の陣ノ内城跡（平成14年ごろ）

２３４

平成14～16年度 測量調査と試掘調査
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■�

発
掘
調
査
で
埋
没
堀
を
発
見

　
平
成
14
年
春
に
５
日
ほ
ど
か
け

て
行
わ
れ
た
試
掘
調
査
で
は
、
築

造
時
代
の
判
明
に
直
接
結
び
つ
く

遺
物
が
出
土
せ
ず
、
そ
の
解
明
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

平
成
20
年
度
か
ら
５
カ
年
を
か
け

て
実
施
し
た
調
査
で
は
、
地
形
測

量
や
発
掘
調
査
に
加
え
て
、
地
中

レ
ー
ダ
ー
探
査
、
聞
き
取
り
調
査
、

文
献
調
査
、
縄
張
り
調
査
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
熊
本
大
学
等
の
多
く

の
教
育
機
関
や
研
究
団
体
、
学
識

経
験
者
の
協
力
に
よ
り
多
角
的
に

行
わ
れ
、
南
側
と
西
側
に
埋
没
し

た
大
規
模
な
堀
な
ど
を
発
見
。
城

の
入
口
（
虎
口
）
の
推
察
に
つ
な

が
る
痕
跡
も
見
つ
か
り
、
陣
ノ
内

城
跡
が
方
形
区
画
の
土
塁
と
堀
を

備
え
た
城
跡
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取

り
調
査
な
ど
を
通
し
て
、
城
の
構

造
や
豊
内
地
域
の
城
下
町
的
様
子

だ
け
で
な
く
、
登
城
ル
ー
ト
の
復

元
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

■�

出
土
し
た
輸
入
陶
磁
器
が
示

す
築
造
者
の
姿

　
南
側
お
よ
び
西
側
に
登
城
道
と

入
口
（
虎
口
）
を
持
ち
、
四
方
に

堀
と
土
塁
を
備
え
た
大
規
模
な
城

跡
で
あ
っ
た
陣
ノ
内
城
。
そ
の
築

造
に
関
わ
っ
た
人
物
の
手
掛
か
り

は
、
出
土
遺
物
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
遺
物
に
は
、
12
～
14
世
紀
お
よ

び
16
～
17
世
紀
の
中
国
・
朝
鮮
か

ら
の
輸
入
陶
磁
器
が
あ
り
、
阿
蘇

大
宮
司
の
活
躍
す
る
中
世
か
ら
小

西
行
長
・
加
藤
清
正
の
活
躍
す
る

近
世
初
期
ま
で
幅
広
い
時
代
で
、

有
力
者
が
こ
の
台
地
を
使
っ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
内
の
他
の
城
跡
と
の
比
較
検
討

に
よ
り
、
陣
ノ
内
城
跡
が
豊
臣
系

大
名
の
小
西
行
長
の
城
跡
と
す
る

考
え
が
強
ま
り
ま
し
た
。

平成16年入庁。当時配属さ

れた町社会教育課で陣ノ内城

跡の発掘調査などに取り組む。

埋没した堀の発見や出土遺物

の分析から、城跡が豊臣系大

名のものである可能性を提示

し、国史跡指定に大きく貢献。

５_ 城郭中心部で出土した石列遺構。

掘った溝の中に配置された石は、建物を

囲む塀や柵などの基礎石とみられる。　

６_ 土塁から出土した石敷遺構。構造物

を建てるための基礎石とみられる。

７_16～17世紀に中国で作られた景徳鎮

窯系および漳州窯系の輸入陶磁器。阿蘇

氏や小西行長。加藤清正の時期のもので、

交易ルートを持つ有力者が陣ノ内城に関

わっていたことを示す。

８_ 南西側の発掘調査で発見された埋没

堀。写真左の明褐色土部分が堀の原形と

みられる。その上層に堆積した褐色土の

堆積状況と出土遺物から、19世紀以降に

写真右側にあった土塁を崩しながら人為

的に埋め戻されたことが明らかとなった。

５

６７

８

当時の調査を担当

町企画政策係長

西口貴志 さん（北早川区）

平成20～25年度 発掘調査と出土遺物分析

❖特集　陣ノ内城跡
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■�
未
完
の
城
に
遺
さ
れ
た
時
代

の
転
換
期
の
記
録

　
平
成
14
年
か
ら
令
和
２
年
に
か

け
て
行
わ
れ
た
調
査
な
ど
か
ら
示

さ
れ
た
「
陣
ノ
内
城
跡
」
の
歴
史

的
価
値
と
し
て
、

①
小
西
行
長
の
城
郭
の
遺
構
を
良

　
好
に
残
す
こ
と

②
豊
臣
系
大
名
が
新
た
な
領
国
を

　
宛
て
が
わ
れ
た
際
の
統
治
モ
デ

　
ル
の
１
つ
を
示
し
て
い
る
こ
と

③
長
期
間
に
わ
た
っ
て
統
治
権
力

　
や
そ
れ
に
準
じ
る
権
力
者
に
利

　
用
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
建
物
の
痕

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
滅
亡

し
た
小
西
氏
の
後
、
使
用
・
改
修

さ
れ
な
か
っ
た
未
完
成
の
城
で
あ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

時
の
築
城
過
程
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
城
跡
と
し
て
の
歴
史

的
価
値
が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
陣
ノ
内
城
跡
に
関
す
る
調
査
・

考
察
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
は
、

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室

に
て
閲
覧
可
能
で
す
。

■�

築
城
か
ら
治
水
へ

　
天
正
16
年
（
１
５
８
８
年
）
か

ら
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
に

か
け
て
甲
佐
を
統
治
し
た
小
西
氏

に
変
わ
っ
て
肥
後
一
国
を
治
め
た

加
藤
清
正
は
、
薩
摩
街
道
や
日
向

往
還
、
豊
前
街
道
、
豊
後
街
道
の

４
街
道
沿
い
に
支
城
を
整
備
し
ま

す
。
一
方
で
、
甲
佐
の
統
治
は
慶

長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
か
ら
32

年
間
続
き
、
そ
の
間
に
緑
川
の
治

水
事
業
を
推
し
進
め
た
の
は
、
皆

さ
ん
が
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

慶
長
13
年
（
１
６
０
８
年
）
に
完

成
し
た
と
伝
わ
る
「
鵜
ノ
瀬
堰
」

を
は
じ
め
と
し
た
清
正
に
よ
る
緑

川
の
治
水
事
業
の
数
々
は
、
甲
佐

地
域
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残

し
て
い
ま
す
。

■�

新
た
な
宝
を
次
の
世
代
へ

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
55

年
に
町
指
定
文
化
財
「
陣
ノ
内
館

跡
」
と
し
て
登
録
し
て
以
来
、
そ

の
調
査
・
保
護
と
利
活
用
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
「
陣

ノ
内
城
跡
」
へ
の
名
称
変
更
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
清
村
一
男
さ
ん
を
は
じ
め
す
る

地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら
具
体
的

な
調
査
を
は
じ
め
て
19
年
。
歴
代

担
当
者
や
発
掘
調
査
な
ど
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ん
の
思
い
を
引
き
継

ぎ
、
国
史
跡
指
定
へ
の
道
筋
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
研
究
機
関
や
地
域
住
民

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
保
存
・

活
用
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
陣
ノ
内
城
跡
の
整
備
が
進
め

ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
清
村
さ
ん
ら
が
種
を
ま
き
、
歴

代
担
当
者
ら
が
大
切
に
育
て
て
き

た
甲
佐
の
新
た
な
宝
が
よ
う
や
く

花
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
宝
を
皆
さ
ん
と
共
に
守
り
、

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
行
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

陣
ノ
内
城
跡
の
こ
れ
か
ら

平成30年入庁。学芸員とし

ての知識や経験を活かし、町

文化財の調査や保護、活用に

取り組む。過去の調査を整

理・分析し、その重要性を総

括報告書としてまとめ、陣ノ

内城跡の歴史的価値を高めた。

■�

本
町
の
新
た
な
魅
力
を
ま
ち

の
元
気
に
つ
な
げ
る

　
町
で
は
、
６
月
18
日
（
金
）
に

行
わ
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
に
よ

る
答
申
に
関
し
て
記
者
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
奥
名
町
長
は
、
地
元
新
聞
社
を

は
じ
め
と
す
る
報
道
陣
を
前
に
、

県
内
の
国
指
定
史
跡
と
し
て
43
件

目
と
な
る
国
史
跡
「
陣
ノ
内
城

跡
」
の
誕
生
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

を
報
告
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
町

民
に
明
る
い
話
題
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
、
う
れ
し
く
思
う
。
今
後
、

甲
佐
神
社
や
鵜
ノ
瀬
堰
、
や
な
場

な
ど
の
歴
史
的
資
産
と
あ
わ
せ
て

本
町
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、

町
の
元
気
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

■�

緑
川
流
域
の
地
域
資
源
を
活

用
し
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出

　
町
で
は
、
平
成
30
年
７
月
に

「
甲
佐
町
に
お
け
る
歴
史
的
資
源

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
及
び
地

方
創
生
推
進
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
の

６
者
と
締
結
し
、
関
係
人
口
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
指
定
史
跡
と
な
る

「
陣
ノ
内
城
跡
」
を
は
じ
め
と
し

た
緑
川
流
域
に
点
在
す
る
歴
史
や

自
然
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
活
用

し
な
が
ら
、
本
町
の
地
域
活
性
化

を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

過去の調査成果を総括

町教育委員会 学芸員

上髙原 聡 さん（熊本市）

▲報道陣に陣ノ内城跡の活用について話す奥名町長

▲締結式で手を取り合う６者の代表者ら（平成30年7月）
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■�

甲
佐
を
流
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
２
本
の
川
と
陣
ノ
内
城

　
清
村
一
男
さ
ん
や
西
口
貴
志
さ

ん
が
そ
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
『
新

甲
佐
町
史
』
に
は
、
緑
川
の
章
が

あ
り
、
以
前
の
緑
川
の
姿
に
つ
い

て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
緑
川
は
、
甲
佐
神
社
付

近
で
山
間
部
か
ら
流
れ
出
て
、
中

甲
橋
付
近
で
美
里
町
を
流
れ
る
津

留
川
と
合
流
し
、
町
中
心
部
西
側

を
乙
女
台
地
に
沿
っ
て
流
れ
て
い

ま
す
。
昔
話
で
は
、
甲
佐
神
社
と

中
甲
橋
と
の
間
に
あ
っ
た
「
赤

岩
」
と
呼
ば
れ
る
岩
山
に
遮
ら
れ

た
緑
川
が
、
陣
ノ
内
城
跡
の
麓
に

沿
っ
て
竜
野
地
区
へ
と
流
れ
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
町
中
心
部
は
、
当
時
、
緑
川
と

津
留
川
に
挟
ま
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　『
新
甲
佐
町
史
』
で
は
、
こ
の

２
本
の
川
の
真
相
に
迫
り
、
土
地

の
標
高
差
か
ら
み
る
地
形
的
な
特

徴
や
古
地
図
な
ど
の
文
献
資
料
か

ら
復
元
を
試
み
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
現
在
の
町
役
場
付
近
を
川

が
流
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
ま
り

ま
し
た
。

　
も
し
か
す
る
と
陣
ノ
内
に
足
を

運
ん
だ
小
西
行
長
は
、
２
本
の
川

が
流
れ
る
甲
佐
の
ま
ち
を
眺
め
な

が
ら
、
こ
の
地
の
統
治
に
思
い
を

巡
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■�

清
正
公
の
治
水
工
事

　
関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
小
西
行
長

に
代
わ
っ
て
領
国
支
配
を
行
な
っ

た
加
藤
清
正
は
、
領
民
の
安
定
し

た
暮
ら
し
の
た
め
、
緑
川
の
治
水

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
２
つ

の
川
に
挟
ま
れ
、
洪
水
が
絶
え
な

か
っ
た
甲
佐
に
は
、
水
害
か
ら

人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
に
流
れ

の
早
い
瀬
に
堰
を
造
っ
た
「
鵜
の

瀬
ぜ
き
」
や
緑
川
の
流
路
を
変
え

て
津
留
川
と
合
流
さ
せ
る
た
め
の

土
木
工
事
を
描
い
た
「
赤
岩
の
は

な
し
」
と
い
っ
た
治
水
工
事
の
伝

承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
甲
佐
に
残
る
昔
話
は
、『
甲
佐

の
む
か
し
ば
な
し
』
第
一
集
・
第

二
集
（
町
教
育
委
員
会
発
行
）
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
治
水
工
事
に
よ
り
荒

れ
た
田
畑
は
潤
い
ま
し
た
。
清
正

も
治
水
の
名
人
と
し
て
信
仰
の
対

象
と
な
り
、
「
せ
い
し
ょ
こ
さ
ん
」

と
し
て
岩
鼻
神
社
（
横
田
区
）
に

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
掲
載
書
物

『
新
甲
佐
町
史
』（
町
教
育
委
員
会 

発
行
）

『
心
の
ふ
る
さ
と 

緑
川
（
緑
川
環

境
教
育
啓
発
資
料
集
）
』（
町
教
育

委
員
会 

発
行
）

『
甲
佐
の
む
か
し
ば
な
し
』
第
一

集
・
第
二
集
（
町
教
育
委
員
会 

発
行
）

『
加
藤
清
正
傳
』（
中
野
嘉
太
郎
著 

青
潮
社 
昭
和
54
年
）

■�

歴
史
の
道
百
選
「
緑
川
水
運
」

　
古
く
か
ら
人
や
物
な
ど
の
交
流

の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
緑
川
は
、

甲
佐
の
文
化
や
歴
史
を
理
解
す
る

上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。「
歴
史
の
道
百
選
」

は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
・
文
化
的

に
重
要
な
由
緒
を
持
つ
古
道
や
交

通
関
係
遺
跡
を
文
化
庁
が
選
定
し
、

そ
の
保
存
と
活
用
を
広
く
呼
び
掛

け
る
も
の
で
す
。
全
国
各
地
か
ら

選
定
さ
れ
た
１
１
４
件
の
歴
史
の

道
に
は
「
豊
後
街
道
」
や
「
日
向

往
還
」
な
ど
と
共
に
「
緑
川
水

運
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
緑
川
水
運
（
山
都
町-

美
里

町-

甲
佐
町-

熊
本
市-

宇
土
市
）」

は
、
緑
川
上
流
の
津
留
ヶ
淵
（
山

都
町
）
か
ら
下
流
の
熊
本
藩
川
尻

米
蔵
跡
・
大
渡
津
（
熊
本
市
）
ま

で
の
緑
川
を
利
用
し
た
物
資
の
輸

送
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

緑川が育む豊かな歴史
　私たちのまちを流れる緑川は、古来から田畑だけでなく甲佐の暮らしも潤してきました。
この水の恵みは今も変わらず私たちの日常に溶け込んでおり、甲佐の歴史を彩るかけがえ
のない存在となっています。この夏、緑川と共に歩んできたこのまちの物語について、ご
家族で楽しんでみてはいかがですか。

❖特集　陣ノ内城跡

▲かつて甲佐を流れたと伝わる２本の川（緑川環境教育啓発資料集）

▲甲佐に残された清正の治水の伝承を収録した「甲佐のむかしばなし」

▲人と物を運んだ緑川の流れ。中央は鵜ノ瀬堰。
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